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開会 午後 １時１６分 

○議長（渡辺百芭君） 

最初に議長をさせていただきます葉山

小学校６年、渡辺百芭です。 

よろしくお願いします。 

ただいまの出席議員は１６名です。 

議会の開催要件であります過半数以上

です。 

定足数に達しています。 

よって、第８回栗東市子ども議会は成

立しましたので開会します。 

これより、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手許に配付して

います議事日程表のとおりです。 

日程に先立ち、市長より発言を求めら

れていますので、これを許します。 

野村昌弘市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

改めまして皆さんこんにちは。 

子ども議員の皆さん、本日は栗東市子

ども議会にご出席を賜りまして誠にあり

がとうございます。 

この子ども議会は、将来の栗東市を担

う皆さんに、市議会の模擬体験を通じて、

自分たちのまちを見つめながら、市に対

する夢や希望を話してもらうことにより、

行政や議会の仕組みを学び、市政、議会

活動への関心と、まちづくりに進んで参

画しようとする意欲を高めることを目的

に、実施をしていただくものであります。 

開催に当たりましてはお世話になります、

藤田議長はじめ議員の皆様方、そして関

係者皆様方に、心から感謝を申し上げる

ところであります。 

私はいつまでも住み続けたくなる、安

心な元気都市栗東、このことにしっかり

と前向いてやらなければならないと思っ

ています。 

いろんなことがありますが、まちがや

っぱり元気になること、そしてまちがよ

くなること、そのことをしっかりと一念

に持ちながら、志持って、市長を今現在

お預かりをして、１０年目に入りました。 

市議会議員、町議会議員をやらしてい

ただいてから、もう次の春で２５年目に

なります。 

本当に長い間、こうしてやらしていた

だいてても、まだできないことがいっぱ

いあります。 

みんなで協力して、そして、一緒にな

って頑張らなければ、今のまちを元気に

するという志がなかなか実現できないの

が正直なところです。 

でも今日皆さんがいろんな体験を通じ

て、志を持って、栗東市を良くしたいと

思って、将来、議会や、また市長選挙に、

立候補しようと言っていただけるぐらい

のものができていったらいいな、正直に

そういうふうに思っております。 

この子ども議会で、先ほど議長の方か

らお話にありましたようなこともそうで

すし、マイ弁当の日でありますとか、防

犯の日でありますとか、いろんなことを、

この子ども議会でご提案いただいたこと

を実現して参りました。 

今日につきましても、本日につきまし

ても、皆様方からのご意見に対してしっ

かりとお答えできるようにしていきたい

と思います。 

皆さんも緊張してはりますやろうけど、

私もすごく答える側として緊張してます。 

皆さんとの議論のやりとりが、実り多
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きものになりますこと、そして、本日の

子ども議会が有意義な時間になりますこ

と、心からお願いを申し上げます。 

本当に保護者の皆様方、そして先生方、

お子様を送り出していただいてありがと

うございます。 

皆様方とともに、栗東をよくする、そ

の一念で、今日もしっかりと臨みたいと

思います。 

どうぞよろしくお願い申し上げ、冒頭

にあたりまして、私からの一言ご挨拶と

させていただきます。 

本日もお世話になります。 

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（渡辺百芭君） 

これより日程に入ります。 

～日程第１．会議録署名議員の指名につい 

      て～ 

○議長（渡辺百芭君） 

日程第１ 会議録署名議員の指名を行

います。 

会議録署名議員に 

         ７番 佐藤実和議員 

        １４番 磯田治樹議員 

を指名いたします。 

～日程第２．会期決定について～ 

○議長（渡辺百芭君） 

日程第２ 会期決定についてを議題と

します。 

お諮りします。 

本日の栗東市子ども議会の会期は、本

日１日限りにしたいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渡辺百芭君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、栗東市子ども議会の会期は、

本日１日限りと決しました。 

～日程第３．個人質問について～ 

○議長（渡辺百芭君） 

日程第３ 個人質問を行います。 

これより、通告順位により質問を許可

します。 

質問者につきましては、１回目の発言

は登壇して、２回目以降の発言は全て質

問者席から、答弁者につきましては、

１回目の発言は登壇して、２回目以降は

自席からされますようお願いいたします。 

１番 竹村真実議員。 

○１番（竹村真実君）登壇 

私は、栗東市の今後のまちづくりにつ

いて質問します。 

最近、栗東市の人口が７万人に達しま

した。魅力あるまちだからこそ人口が増

え続けているのだと思います。 

そこで２つの質問があります。 

１、今後も人口が増え続けると思われ

ると思われる子育て世代に、市として力

を入れていきたい施策は何ですか。 

２、栗東市は過去に住みやすさランキ

ングで全国１位になったと聞いています。

今後も栗東市は若者の活気溢れるまちで

あるとともに、高齢者にも優しいまちで

あってほしいと願っています。市として

今後１位に返り咲くために特に力を入れ

ていることは何ですか。 

以上、２点ご答弁よろしくお願いしま

す。 

○議長（渡辺百芭君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 
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  栗東市の今後のまちづくりについての

ご質問にお答えをいたします。 

１点目の子育て世代に市として力を入

れていきたい施策については、子どもが

伸び伸びと育つ環境づくりとして、特に

保育園の待機児童ゼロを目指すことや学

童保育所の充実、子どもに対する福祉医

療費の助成、小中学校のトイレの洋式化

などに取り組みたいと考えています。 

２点目の市として住みよさランキング

全国１位に返り咲くため、特に力を入れ

ていることについては、全国１位に返り

咲くことはなかなか難しいかもしれませ

んが、私は、市民の皆さんに安心を提供

できることがまず第一と考えています。

そのためにまずは、企業を呼び込むこと

により税収が増加すれば、子どもが伸び

伸びと育つための教育・子育てやみんな

がいきいきと暮らせるための福祉・健康、

誰もが安心できるまちづくりにつながる

ことに予算を使えるように、しっかりと

作り上げていきたいと考えています。 

栗東市の今後のまちづくりについての

ご質問をいただき、ありがとうございま

した。 

○議長（渡辺百芭君） 

１番 竹村真実議員。 

○１番（竹村真実君） 

以上で、質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（渡辺百芭君） 

以上で、１番 竹村真実議員の質問を

終わります。 

次に、２番 美濃部心葵議員。 

○２番（美濃部心葵君）登壇 

  私は、地域の「防災イベント」の企画

と開催について、提案します。 

全国的に、高齢化が進んでいますが、

栗東市は若い世代の住民も増えています。 

また日本のあちこちで災害も起こって

います。いつ、私達の住む町に災害が起

こるかわかりません。私たちは、普段学

校で災害について学ぶ機会がありますが、

地域全体で学び、地域一丸となって災害

に取り組む機会はありません。そこで提

案ですが 

１、子どもと地域が協働して、防災訓

練を企画する。 

２、地域住民みんなが自主的に参加で

きるイベントを開催する。 

この活動によって、私たちも地域作り

に参加でき、みんなが安心して住める町

にしていきたいです。 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（渡辺百芭君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

地域の防災イベントの企画と開催につ

いてのご提案にお答えいたします。 

ご提案いただきました子どもと地域が

協働して防災訓練を企画すること及び地

域住民みんなが自主的に参加するイベン

トの開催は、大変良いことだと考えてお

ります。 

災害への準備と災害が起こったときの

行動について大事なことは、自分のこと

は自分で守る「自助」と、家族や地域の

人がみんなで助け合う「共助」が日頃か

らできていることが大切です。美濃部議

員も小学校の防災教室などで学習されて

いると思いますが、学校での防災学習や
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訓練について家族とお話しすることで、

家族の防災学習にもなります。 

栗東市には、１２４の自治会があり、

昨年は８０の自治会で防火または防災訓

練が実施をされました。この自治会での

訓練に多くの子どもやお年寄りも参加を

いただいております。 

また、自治会の運動会に防災訓練の要

素を入れることなど工夫をされ、家族と

一緒に楽しく参加していただいている例

もあります。 

防災への準備は、日頃から近所の人々

と仲良くしておくことが、災害時の「共

助」につながり、大切なことと考えます。 

今後も、学区や自治会などが実施する

防災訓練について、市と消防団、消防署

が協力して、多くの皆さんが参加してい

ただけるようアドバイスを行ってまいり

ます。 

地域の防災イベントの企画と開催につ

いてのご提案をいただき、ありがとうご

ざいました。 

○議長（渡辺百芭君） 

２番 美濃部心葵議員。 

○２番（美濃部心葵君） 

以上、これで私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（渡辺百芭君） 

以上で、２番 美濃部心葵議員の質問

を終わります。 

次に、３番 日野伶菜議員。 

○３番（日野伶菜君）登壇 

私は、地域の活性化について提案しま

す。 

地域活性化について、私は栗東市をい

きいきとした町にするために、もっと競

走馬を広めていけば良いと思います。そ

こで私は次の３つを提案します。 

１、競走馬の博物館を作ることです。

今の栗東市には馬のトレーニングセンタ

ーはありますが、博物館はありません。

博物館を作って、馬のことや栗東市のこ

とを多くの人に知ってもらったらいいと

思います。また、博物館には競走馬のこ

れまでの輝かしい記録も展示するといい

と思います。競走馬についてもっと知っ

てもらえるまさに栗東市だけの博物館に

なると思います。 

２、飼育員の１日体験をすることです。

動物園などに行くと、動物たちにエサを

あげたり、ふれたりするコーナーがあり

ます。私も小さいころは動物と触れ合う

ことが大好きでした。１日体験は動物と

触れ合うことができるので、必ず人気が

出るはずです。また、飼育員にしかでき

ないことをするというのは、子どもだけ

ではなく大人もワクワク楽しい経験がで

きると思います。 

３、馬をモチーフにしたお菓子を作る

ことです。栗東市でもこのような取り組

みを行って市のことをアピールするのは

どうでしょうか。馬のことを知らない子

どもでも、お菓子ならついつい手が伸び、

自然と馬を身近に感じられると思います。 

私はこの３つで、滋賀といえば琵琶湖、

栗東市といえば馬というような印象を広

げていきたいです。そして栗東市を活気

のあるいきいきとした町にしたいです。 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（渡辺百芭君） 

答弁を求めます。 

市長。 
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○市長（野村昌弘君）登壇 

地域の活性化についてのご提案にお答

えします。 

１点目の競走馬の博物館を作ることに

ついては、誰もが気軽に遊べる遊具や

「馬のまち栗東」として馬を活用した栗

東ならではの公園を計画しています。そ

の中でご提案があった施設について、馬

の良さをたくさんの人に知ってもらえる

展示スペースの設置ができるか検討させ

ていただきます。 

２点目の飼育員の１日体験については、

先ほどと同じく馬を活用した公園を計画

している中で、馬の世話やふれあいがで

きるコーナーも考えております。 

３点目の馬をモチーフにしたおかしを

作ることについては、現在、「栗東馬勝

ったバウム」というバウムクーヘンを作

られているお店が市内にあり、手原駅に

ある栗東観光案内所や京都競馬場などで

の販売、またふるさと納税の返礼品とし

ても提供していただいています。さらに

「馬のまち栗東」として、馬を活用して

様々な取り組みが広がり、まちの活性化

につながるよう検討してまいります。 

地域の活性化についてのご提案をいた

だき、ありがとうございました。 

○議長（渡辺百芭君） 

３番 日野伶菜議員。 

○３番（日野伶菜君） 

以上で、質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（渡辺百芭君） 

以上で、３番 日野伶菜議員の質問を

終わります。 

次に、４番 大江湊嵐議員。 

○４番（大江湊嵐君）登壇 

私は、待機児童を減らす取り組みにつ

いて提案します。 

保育園に入れられずに会社をやめざる

を得ない方がおられることを知り、一刻

も早く待機児童０を目指すために、保育

の環境を充実させることが必要だと考え

ます。 

そこで提案ですが、 

１、保育園の施設を建てる予算を増や

す。 

２、保育士の人数を増やす。 

３、保育士の給料や働き方を改善する。 

４、将来の保育士を育成するために小

学校から保育士の仕事について学ぶ機会

を作る。 

今後、子育て世代を含めてすべての人

が安心して働けるまちづくりを進めてい

ただくことを願っています。 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（渡辺百芭君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

待機児童を減らす取り組みについての

ご提案のうち、１点目から３点目につい

てお答えします。 

まず、親のお仕事などで子どもを預け

たくても、保育園や保育士の先生が足ら

ないため預けられない問題、この「待機

児童問題」は、お隣りの草津市や守山市

などでも深刻な問題になっています。栗

東市でも、一刻も早く待機児童をなくし、

保育の環境を充実させることは、最も重

要な課題の一つだと考えています。 

現在、市内には２１の保育園がありま
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す。小学６年生の人が誕生された平成

１９年度は１５園だったので、６園も増

えたことになります。 

これは、１０年以上前から栗東市の子

どもの人口がどれだけ増えるかを予想し

て、保育園を次々と増やしてきたからで

ありますが、今も待機児童がおられるの

で、これからも増やす必要があります。 

ただ、保育園を建てるには、多額の予

算が必要になります。しかし、先ほども

申し上げましたとおり、子育てに安心を

していただくことは、とっても大事なこ

とと考えていますので、これからも計画

的にどんどん取り組んでまいりたいと考

えております。 

１点目のご提案については以上のとお

りですが、あと、２点目と３点目でご提

案していただいている保育士確保の問題

があります。特に、栗東市がある滋賀県

の南部地域では、保育士さんが不足して

いて、募集してもなかなか来てもらえま

せん。 

そこで、保育士さんの負担を減らすた

めに、書類などの仕事を手伝ってくれる

人や、保育の補助をしてくれる人、けが

や病気の応急処置をしてもらう看護師さ

んを、それぞれの園に来てもらうなど、

お給料や働く時間の見直しとともに、働

き方の改善をしてきています。また、学

校を卒業する人や以前に保育士をしてい

た人への説明やアピールにも力を入れて

います。これらの取り組みを積み重ねて

いくことで、きっと多くの保育士さんが

栗東市に働きに来てもらえると考えてい

ます。 

どうぞ、これからもこうした問題に対

して目を向けて、そしてまわりで志を持

って頑張る人がいれば、ぜひとも保育士

を目指してみようやないかと、そんな思

いをまた広げていただけるとありがたい

と思います。 

○議長（渡辺百芭君） 

教育長。 

〇教育長（福原快俊君）登壇 

待機児童を減らす取り組みについての

ご提案のうち、４点目についてお答えを

いたします。 

待機児童を減らすため小学校から保育

士の仕事を学ぶことについては、市内の

小学校では５年生が園に出かけ子どもた

ちとの交流の中で、保育士さんと園児の

関わり方を見て学び、自分ができること

は何かを考える体験学習をしているとこ

ろもあります。 

また、中学校では２年生がチャレンジ

ウィークという職場体験学習を行ってお

り、実際に保育園や幼稚園に出かけ、保

育士さんの仕事を体験する取り組みもし

ています。また、家庭科の学習の一環と

しても保育園や幼稚園を訪問し、園の子

どもたちと触れ合う機会を持っています。 

小学生の時から将来のために、保育士

さんの仕事だけではなく、多くの仕事に

ついて学ぶ機会があることは、大変良い

ことだと思います。大江議員の日頃の生

活や学習の中にも将来の仕事につながる

経験は数多くあると思いますので、一つ

ひとつ大切に取り組んでいっていただけ

ればと思います。 

待機児童を減らす取り組みについての

ご提案をいただき、ありがとうございま

した。 



－ 9 － 

○議長（渡辺百芭君） 

４番 大江湊嵐議員。 

○４番（大江湊嵐君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（渡辺百芭君） 

以上で、４番 大江湊嵐議員の質問を

終わります。 

次に、５番 牧姫菜乃議員。 

○５番（牧姫菜乃君）登壇 

  私は、自然溢れる栗東市の良さを生か

したまちづくりについて提案します。 

  栗東市がもっとより良く楽しいまちに

なるには、活気が溢れ、子どもから大人

までが楽しめる場所が必要です。そのた

めには今ある自然、場所などを生かすこ

とも大切です。 

そこで提案ですが、 

１、広くてアスレチックがあり、自然

がたくさんある公園を建設する。 

２、今ある少し広めの公園でこまめに

みんなが楽しめるイベントをする。 

３、栗東市のシンボルになるような、

誰もが気軽に遊べるテーマパークを建設

する。 

  以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（渡辺百芭君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

自然あふれる栗東の良さを生かしたま

ちづくりについてのご提案にお答えしま

す。 

１点目の自然がたくさんある公園の建

設については、子ども達にとっての公園

は、みんなが遊びを通していろんなこと

を学んでいく大切な場所の一つであると

思っており、市には、小さな公園も含め

２７３か所の公園があり、この多くは地

元の自治会で日常の管理をしていただい

ております。 

公園の整備については、「緑の基本計

画」に基づいて整備をしており、現在整

備に向けて検討している公園や、未だ整

備もできていない公園もあります。現在

検討している公園としては、草津市と一

緒に検討している草津川跡地を活用した

公園・緑地や市内で一番大きな公園とな

るであろう栗東健康運動公園などがあり

ます。栗東健康運動公園については、今

ある自然の木や池などをそのまま活用し

つつ、災害が起こった時に使えるように

することや、レクリエーション、運動な

どができ、子どもから大人までが楽しめ

る公園になるよう検討しています。 

また、金勝地域の山里には、自然を使

っていろんな遊びができる施設（フォレ

ストアドベンチャー）もありますので、

そうした施設も使っていただくこともで

きます。 

これからも、自然を使った遊び場、い

ろんな体験ができる遊び場、子どもにと

って安全で、安心できる楽しい遊び場が

増えるよう努力していきます。 

２点目の公園を活用したイベントの開

催については、みんなが住んでいる近く

の公園では、それぞれの自治会などでお

祭りなどの行事に使われています。また、

市が管理する少し大きめの公園では、普

段は年配の方たちのグランドゴルフや子

どもたちのサッカー教室、野球教室など

に使われており、野洲川運動公園では、
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スポーツイベントなどが開催されていま

す。 

その他にも、毎年開催されていますが、

今年も１１月１７日に、市役所周辺や安

養寺のたこ公園を使って、地域住民と行

政が一緒になって、青空音楽会やいろん

な物が買えたり食べたりできる市民マル

シェ、ワークショップなどが楽しめるイ

ベント「ふれあい いちょうまつり」が

開催されていたり、１１月１０日には、

金勝の山にある滋賀日産リーフの森では、

体を使った体験や遊んで、作って、食べ

て、観て楽しめるイベント「市民りっと

う秋まつり」が開催され、たくさんの方

に楽しんでいただいています。 

これからも、いろんなイベントができ、

みんなが使いやすい公園となるよう努力

していきます。 

３点目の栗東市のシンボルとなるテー

マパークの建設については、栗東市には

「ユニバーサル・スタジオ・ジャパン」

など大型テーマパークはなく、このよう

な施設については、民間の会社の力を借

りたり、建物を建てるための広い場所な

どが必要になることから、栗東市として

は今すぐにこうした施設を作ることは難

しいですが、現在、誰もが気軽に何度で

も遊びたくなる遊具や「馬のまち栗東」

として馬を活用した栗東ならではの公園

を計画しています。 

これからも栗東市の良さをたくさんの

人に知ってもらい、多くの人が集まるま

ちづくりに向けて取り組んでまいります。 

自然あふれる栗東市の良さを生かした

まちづくりについてのご提案をいただき、

ありがとうございました。 

○議長（渡辺百芭君） 

５番 牧姫菜乃議員。 

○５番（牧姫菜乃君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（渡辺百芭君） 

以上で、５番 牧姫菜乃議員の質問を

終わります。 

しばらくの間、休憩します。 

再開を２時からとします。 

休憩 午後 １時５１分 

――――――――――――― 

再開 午後 ２時００分 

○議長（橋本紗妃君） 

再開します。 

議長を交代しました。 

治田東小学校６年、橋本紗妃です。 

よろしくお願いします。 

引き続き、個人質問を行います。 

６番 篠原菫議員。 

○６番（篠原菫君）登壇 

私は、学校行事で琵琶湖清掃の取り組

みについて提案します。 

琵琶湖清掃の活動はときどきチラシが

来たりしますが、子どもの参加はあまり

見ません。いたとしても、大人の方が多

いです。「子どもはこれからの社会を支

えていくのに。」必要と思います。子ど

ものころに琵琶湖について知っていたら、

大人になったときにそれが役立つ可能性

があります。例えば琵琶湖関係の職場に

ついたとき、昔知っていたことと今知っ

たことをまとめたりすると少し琵琶湖が

きれいになるような物・取組みの案が生

まれるかもしれません。そこで提案です

が、 
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１、５・６年対象になぜ琵琶湖が汚れ

ているかを調べ、考え、まとめて発表す

る。 

２、どうしたらポイ捨てが減るかを考

え、出た中からできそうなのを一つ選び、

実際に実行する。 

  以上、ご答弁をよろしくお願いします。   

○議長（橋本紗妃君） 

答弁を求めます。 

教育長。 

○教育長（福原快俊君）登壇 

学校行事で琵琶湖清掃の取り組みにつ

いてのご提案にお答えします。 

１点目の５・６年を対象に琵琶湖がな

ぜ汚いかを調べ、考えをまとめて発表す

る学習につきましては、５年生の「びわ

湖フローティングスクール」の学習船

「うみのこ」での体験の中で、琵琶湖の

水のにおいや水温・透明度などを調べる

ことで、水質の現状を知り、琵琶湖の大

切さについてみんなで考えるとともに、

学校での理科や総合的な学習の時間など

でも、さらに知識を深めていってほしい

と思います。 

２点目のどうしたらポイ捨てが減るか

を考え、出た中からできそうなものを一

つ選び実践することについては、各校で

行っています「環境学習」や「総合的な

学習」の中で、校内清掃活動や「ごみゼ

ロ大作戦」、地域での清掃活動等への参

加をされていると思います。 

こうした取り組みを通じて、学級や学

年、児童会活動などで、みんなと話し合

うとともに、先生方とも相談しながら、

みんなで取り組んでいただける環境づく

りにつながる活動を考え、それを広めて

いくように努めていただけたらと思いま

す。また、そうした活動が、大切な琵琶

湖の水をきれいにすることにつながって

いくのだと思います。 

学校行事で琵琶湖清掃の取り組みとい

うご提案をいただき、ありがとうござい

ました。 

○議長（橋本紗妃君） 

６番 篠原菫議員。 

○６番（篠原菫君） 

ありがとうございました。それでは追

質問をさせていただきます。 

地域での清掃活動等への参加をされて

いる、ということについて、用事で参加

ができない人がいたりする場合全員参加

ができません。なので、学校でもそうい

う取り組みをした方がいいと思いますが

どうですか。 

○教育長（福原快俊君）登壇 

地域での清掃活動についての追質問に

お答えします。 

用事等があって、地域の行事になかな

か参加できないこともあると思います。

そういう場合ですね、登下校時にごみを

見つけたら拾うとか、地域の道路や公園

でごみを見つけたら拾うことなどの、こ

うした一人ひとりによる小さな行動が、

美しいびわ湖を守っていく、まちを美し

くすることに繋がっていくのではないか

なという風に思います。 

先程の答弁で申し上げましたように、

琵琶湖を美しくしていこうという活動は、

そういう一人ひとりの思い、主体的な、

自分たちからやっていこうという想いが

大切ではないかなという風に考えており

ます。学級や学年、そして児童会活動な
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どで、先生方とも相談していただく中で、

自分たちでできる活動、学校で取り組め

る活動を考えていただきたいなと思いま

す。 

また、このように小中学校の子どもた

ちが環境について関心を高めていただけ

るような活動というをみなさんと先生方

と、保護者の皆さんと学校が一体となっ

て考えていけたら素晴らしいなと思いま

す。学校も頑張っていきますのでよろし

くお願いします。 

篠原議員のように、環境に関心を持っ

ていただいて、自分たちの手で琵琶湖を

きれいにしていこうと、琵琶湖の環境を

守っていこうと思っている小中学生がい

てくださることをうれしく思います。 

追質問ありがとうございます。 

○６番（篠原菫君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（橋本紗妃君） 

以上で、６番 篠原菫議員の質問を終

わります。 

次に、７番 佐藤実和議員。 

○７番（佐藤実和君）登壇 

私は、栗東市の喫煙場所の問題点を改

善することを要望します。 

今年行われた「東海道を歩こう」での

校外学習の集合場所は手原駅でした。駅

の外の喫煙所で、多くの大人がタバコを

吸っていました。そのとき、喫煙所でな

いところにまで煙が来ていて、私は気分

が悪くなりました。その喫煙所には囲い

がなく、周りの人に受動喫煙の被害を与

えると私は思いました。 

そこで提案ですが、 

１、手原駅の喫煙所は受動喫煙になら

ないように囲いなどをして駅内部に設置

する。 

２、駅構内が無理な場合は、外部に煙

が漏れないように今の喫煙所を改善する。 

上記２つの提案をもとに、「歩きたば

こや喫煙所以外ではタバコを吸わないク

リーンな栗東市」にしていきたいと思い

ます。 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（橋本紗妃君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

栗東市での喫煙場所の問題点を改善す

ることについてのご要望にお答えをいた

します。 

現在、栗東市ではポイ捨て防止及び路

上喫煙防止対策として、手原駅に１か所

と栗東駅東口と西口にそれぞれ１か所の

計３か所に灰皿を設置しています。 

２０１８年７月に健康増進法が改正さ

れ、２０２０年４月１日より望まない受

動喫煙を防止するための取り組みは、マ

ナーからルールへと変わります。 

現在、設置している灰皿については、

佐藤議員からご提案いただきました囲い

の設置により、煙の横流れを防止したり、

設置場所の変更などについて検討してい

ます。 

ご迷惑をおかけしますが、来年の３月

末までには対策を実施する予定ですので、

もうしばらくお待ちいただきますようお

願いします。 

また、年１回手原駅、栗東駅で行って

います路上喫煙防止街頭啓発において、
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喫煙者に引き続きマナー向上を呼びかけ

てまいりますので、ご理解いただきます

ようお願いします。 

栗東市での喫煙場所の問題点を改善す

ることについてのご要望をいただき、あ

りがとうございました。 

○議長（橋本紗妃君） 

７番 佐藤実和議員。 

○７番（佐藤実和君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（橋本紗妃君） 

以上で、７番 佐藤実和議員の質問を

終わります。 

次に、８番 松居七望議員。 

○８番（松居七望君）登壇 

私は、図書室をより使いやすくするた

めの要望をします。 

私は、本を読むのが好きなので図書委

員会に所属しています。委員会のみんな

で、もっとたくさんの人に本を読んでも

らうための活動をしています。しかし、

貸出や返却が手作業で時間がかかり、他

のことができないときがあります。また、

市内小学校の図書室には調べ学習をする

ための場所が狭く、授業で図書室の利用

があまりできないところが多いと聞きま

す。 

そこで要望ですが 

 １、バーコードで本の貸し借りや管理が

行えるようにしてほしい。 

 ２、図書室を広くして調べ学習をしやく

くしてほしい。 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（橋本紗妃君） 

答弁を求めます。 

教育長。 

○教育長（福原快俊君）登壇 

  図書室を使いやすくすることについて

のご要望にお答えします。 

１点目のバーコードでの貸し出しや管

理については、現代社会にマッチする良

い取り組みであり、市としても今後、計

画的に導入することを話し合っています。

ただ、人員や機器の配置等の課題を解決

しながら進めていくこととなります。も

うしばらく期間が必要となりますのでお

待ちいただきたければと思っております。 

２点目の図書室を広くすることについ

ては、現在、順番に図書室のリニューア

ル作業を進めています。 

それぞれの学校の限りある図書室スペ

ースにおいて、工夫をすることで学習ス

ペース等の確保に努めており、今後もよ

り良い、使いやすい図書室になるよう環

境づくりに取り組んでまいります。 

図書室を使いやすくすることについて

のご要望をいただきまして、ありがとう

ございました。 

○議長（橋本紗妃君） 

８番 松居七望議員。 

○８番（松居七望君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（橋本紗妃君） 

以上で、８番 松居七望議員の質問を

終わります。 

次に、９番 堀池奏矢議員。 

○９番（堀池奏矢君）登壇 

私は、市民に竹の粉砕機を貸し出すこ

とを要望します。 

栗東市も竹の粉砕機の貸し出しを市民
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にしてほしいと思います。 

僕の家には竹やぶがあります。台風な

どで竹が倒れたりするたびに、お父さん

やおじいちゃん達が切っています。昔は

焼いて片付けられたそうですが、今は禁

止されています。この竹をごみとして出

そうとすると、70センチメートル幅で切

って出すように、と言われたので困って

いるそうです。竹は堅くて、繊維が強い

ので、70センチメートルに切るのは難し

いと困っていました。 

お父さんが調べているのを見てみると、

他の市では枝や竹の粉砕機を貸し出しし

ている所もたくさんあるようです。細か

くした竹は、燃料や肥料竹林の整備にも

使えるそうです。竹やぶの手入れは地域

みんなの住む環境を守るためにも大切で

す。ぜひ検討してください。 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（橋本紗妃君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

市民に竹の粉砕機を貸し出すことにつ

いてのご要望にお答えします。 

環境センターでは、家庭・会社・学校

から出るごみを燃やしたり、リサイクル

したりしています。木や竹を環境センタ

ーに持ってくる方には、焼却炉に入れる

ことができる長さにするようお願いして

います。具体的には、指定ごみ袋に入る

長さにしていただくか、指定ごみ袋に入

らない場合は５０ｃｍ程度に切っていた

だいています。 

環境センターには、焼却炉のほかに、

物を粉々に砕く、破砕機という機械があ

ります。この破砕機で竹を粉々にできる

といいのですが、竹は、粉々にすると、

筋状の繊維ができ、この繊維が破砕機の

刃にからみつき、破砕機が動かなくなり

ます。このことから、竹を破砕機で粉々

にすることができません。 

ご要望の竹の粉砕機につきましては、

貸し出しをされている市の状況を調べま

すと、機械を買うために７０万円以上、

１年間動かすために約５０万円が必要で

あることがわかりました。また、粉砕機

のガソリン代や運ぶ費用は、借りる方が

負担するのが一般的でありました。 

竹は成長が早いので、竹林を美しく保

つために、堀池議員のお父さんやおじい

さんは、たいへんな苦労をされていると

思います。これから、竹の粉砕機を必要

とする方がどれだけいるのか、借りる方

にどれだけお金を負担してもらうのか、

竹からできるチップをどのように再利用

するのかなど、いろいろと検討していこ

うと思います。 

市民に竹の粉砕機を貸し出すというご

要望をいただき、ありがとうございまし

た。 

○議長（橋本紗妃君） 

９番 堀池奏矢議員。 

○９番（堀池奏矢君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（橋本紗妃君） 

以上で、９番 堀池奏矢議員の質問を

終わります。 

次に、１０番 渡辺百芭議員。 

○１０番（渡辺百芭君）登壇 

私は、栗東市でのゴミの処理の仕方、
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減らすための取り組みについて提案しま

す。 

近年、ゴミ集積所のゴミが溢れかえっ

ています。この現状を変えなければすぐ

にゴミでいっぱいになってしまいます。

また、世界に目を向けると、プラスチッ

クゴミが海を漂い、それを海の生き物が

食べてしまうという問題も起こっていま

す。環境改善のために、今私たちができ

ることをしていかないといけないと考え

ています。 

そこで提案ですが、 

１、コミュニティセンターにリサイク

ルボックス（卵パックなど）を設置する。 

２、ゴミ袋を紙製にする。（生ごみな

どは新聞紙でくるむなど。） 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（橋本紗妃君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

栗東市でのゴミの処理の仕方、減らす

ための取り組みについてのご提案にお答

えをいたします。 

渡辺議員ご指摘のとおり、プラスチッ

クごみについては世界的に大きな問題と

なっており、環境改善に向けた取り組み

が必要となっています。 

プラスチックごみの問題を解決してい

くためには、プラスチックの使用量を減

らすことや、排出されるプラスチックご

みをしっかり回収しリサイクルしていく

ことなどが必要となります。 

栗東市では、昨年度、皆さんのご家庭

から出たプラスチックごみは９１５．

７ｔありました。 

１日辺りで約２．５ｔのプラスチック

ごみが出ていることになります。 

栗東市では、すべての種類のプラスチ

ックごみをその他プラスチックとして地

域のごみ集積場に出していただく形での

回収を行っていることから、リサイクル

ボックスの設置は行っておりません。 

回収されたプラスチックごみについて

は、環境センターに運ばれた後、手選別

により細かく分別しリサイクルしていま

す。 

なお、使用済み小型家電や廃食用油に

ついては、コミュニティセンター等にお

いてリサイクルボックスによる回収を行

っています。 

ごみ袋を紙製に変更することも一案で

あると思いますが、紙製に変更した場合、

袋の中に何が入っているかが見た目では

わからず、間違って危険な物が入ってい

た場合に確認が出来なくなってしまうこ

とから、引き続きビニール製のごみ袋の

使用についてご理解をいただきますよう

お願いします。 

栗東市でのゴミの処理の仕方、減らす

ための取り組みについてのご提案をいた

だき、ありがとうございました。 

○議長（橋本紗妃君） 

１０番 渡辺百芭議員。 

○１０番（渡辺百芭君） 

  追質問をさせていただきます。 

  追加で２つの質問をしたいと思います。 

  １つは、プラスチックではなく卵パッ

クやトレーなどの回収ボックスを、お店

だけでなく身近なところにおくと、市民

の皆さんもリサイクルに参加しやすいの

ではないでしょうか。 
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  ２つ目は、広報「うますぎる栗東」で、

ゴミ問題などのことを取り上げるのはど

うでしょうか。多くの人に、今のゴミ問

題を知ってもらえると思います。以上、

ご答弁をお願いします。 

○議長（橋本紗妃君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君） 

回収ボックスの設置と情報提供につい

ての追質問にお答えします。 

現在、栗東市で回収しているプラスチ

ックごみについては、卵パックやトレー

も回収対象物に含まれており、回収した

卵パックやトレーは、環境センターにお

いて分別リサイクルしています。 

渡辺議員のご質問の通り、確かに卵パ

ックやトレーの回収ボックスを身近なと

ころに設置すれば、市民のリサイクルへ

の意識は高まると思いますが、別に回収

費用もかかりますので、現状のままでリ

サイクルを推進することが適切であると

今のところ判断しています。 

ごみ問題等に関する情報については、

市のホームページや広報紙「うますぎる

栗東」、フェイスブックなどを活用し情

報提供を行っております。 

今後も引き続き多くの市民の皆さんに

関心を持っていただけるよう積極的な情

報発信に取り組んでいきます。ありがと

うございます。 

○１０番（渡辺百芭君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（橋本紗妃君） 

以上で、１０番 渡辺百芭議員の質問

を終わります。 

しばらくの間、休憩します。 

再開を１４時３５分からとします。 

休憩 午後 ２時２５分 

―――――――――――――― 

再開 午後 ２時３５分 

○議長（牧姫菜乃君） 

再開します。 

議長を交代しました。 

治田西小学校６年、牧姫菜乃です。 

よろしくお願いします。 

引き続き、個人質問を行います。 

１１番 神頭理央議員。 

○１１番（神頭理央君）登壇 

私は、安心・安全に暮らすことについ

て提案します。 

安心・安全に暮らすためには、横断歩

道で事故が起こらないように対策するこ

とが必要です。特に人がよく通っている

横断歩道はなんとかしなければなりませ

ん。 

そこで提案です。 

１、横断歩道を利用する人達にチラシ

などを配り、気をつけてくださいと呼び

かける。 

２、車を運転している人たちに、横断

歩道で待っている人がいたら少し止まっ

てもらうように心がけてもらう。 

３、市内でたくさん人が通る横断歩道

に、信号を設置する。 

以上の３点から私は安心安全に暮らす

ために事故が起こらないように対策した

らいいと思います。 

  以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（牧姫菜乃君） 

答弁を求めます。 
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市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

安心・安全に暮らすことについてのご

提案にお答えします。 

１点目の横断歩道を利用する人たちへ

の事故防止の注意を知らせる方法につい

ては、市役所及び草津警察署を中心にパ

トロール隊やカンガルークラブなどの交

通安全団体と協力して保育園や幼稚園、

小・中学校、老人クラブなどの交通安全

教室を開いています。 

また、市民一人ひとりの交通安全に対

する意識を高め、交通ルールやマナーを

守ることを呼びかけるため、市の広報や

ホームページを活用して啓発に取り組ん

でいます。 

２点目の車を運転している人たちに横

断歩道でまっている人がいたら止まるこ

とについては、毎月１日、１５日の早朝

パトロール活動や春と秋の全国交通安全

運動を行い、また夏と年末の滋賀県全体

での交通安全県民運動を通じ、広く交通

安全意識を高めています。交通ルールを

守り、正しい交通マナーを身につけ、交

通事故防止につながるよう努めています。 

３点目のたくさん人が通る横断歩道に

信号機を設置することについては、滋賀

県公安委員会の役割になっております。

市では、地域やＰＴＡなどから信号機の

ことについて相談等があれば、道路の状

況を確認のうえ、草津警察署を通じて滋

賀県公安委員会に要望しています。 

安心・安全に暮らすことについてのご

提案をいただき、ありがとうございまし

た。 

○議長（牧姫菜乃君） 

１１番 神頭理央議員。 

○１１番（神頭理央君） 

  ありがとうございました。それでは追

質問をさせていただきます。 

  先ほど毎月１日、１５日の早朝パトロ

ール活動を行っておられるとのことでし

たが、なぜ早朝なのですか。子どもの安

心・安全も考えていただけるのであれば、

早朝だけでなく、夕方もパトロールをし

ていただけたらと思うのですが、お答え

をいただきたいと思います。 

○市長（野村昌弘君） 

パトロール活動についての追質問にお

答えします。 

夕方のパトロールについては、早朝パ

トロールのように１日、１５日の定期的

なものではありませんが、不定期に草津

栗東交通安全協会栗東支部や草津警察署

及び栗東交通安全パトロール隊と協力し

ながら、パトロール及び交通安全啓発を

行っています。 

また、皆さんの朝の通学時や夕方の下

校時には、保護者や地域のスクールガー

ドの皆さま方、そして栗東市交通安全シ

ルバーキャラバン隊の皆さんも、子ども

たちの安全を毎日見守ってくださってい

ます。 

今後も、子どもの安心・安全のために、

市民の皆さんやボランティア団体皆様方

と協力しながら交通安全に努めて行きた

いと考えています。ご質問いただき、あ

りがとうございました。 

○１１番（神頭理央君） 

  以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（牧姫菜乃君） 
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以上で、１１番 神頭理央議員の質問

を終わります。 

次に、１２番 大井湧平議員。 

○１２番（大井湧平君）登壇 

私は、ごみ問題の中でも、多発してい

るポイ捨てをなくす取り組みについて提

案します。 

ポイ捨てをすることにより川の環境汚

染になり、川に住む生き物たちが住めな

くなります。例えば、よく見かけるタバ

コの吸い殻は有害な物質のため、生き物

に悪い影響を与えます。その汚れた水が

琵琶湖に流れて、琵琶湖が汚染されるこ

とはもちろんのこと、滋賀県の象徴であ

る琵琶湖を自分たちで汚してしまうこと

になります。だから、より良い栗東市に

するにはポイ捨てを無くさなければいけ

ません。 

そこで提案ですが、１ヵ月に一度ずつ

ポイ捨て撲滅運動を実施します。それは、

自分の地区のポイ捨てされたごみを集め

てリサイクルする運動です。 

もうひとつ、１年に一度ほど市民を対

象にした大会をします。ルールは、地区

ごとにチームで分かれて、自分の地区に

あるポイ捨てされたごみを拾ってポイ捨

ての量を測ります。そして、ごみの量が

少なかった地区は、毎月行う撲滅運動を

２ヵ月に１回など、行う回数を減らすこ

とができます、 

このようにすればポイ捨てが減らすこ

とができます。 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（牧姫菜乃君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

ポイ捨てをなくす取り組みについて

のご提案にお答えします。 

現在、栗東市では、道路などにポイ

捨てされたごみを回収する作業を１週

間に３日行っております。 

昨年度は、１年間に１２０日の回収

作業を行い約５，０００kg のごみを

回収いたしました。 

皆さんのお住まいの地域でも、地域

の環境を守る活動のリーダーである生

活環境保全推進員を中心に地域の皆さ

んにご協力をいただきながら、大井議

員がご提案されているポイ捨てされた

ごみを拾うなどの環境美化活動につい

て、定期的に取り組んでいただいてお

ります。 

また、毎年５月末には市民の皆さん

とともにポイ捨てごみなどのない、美

しいまちづくりに向けての清掃活動

「ごみゼロ大作戦」を行っています。 

このように、多くの皆さんにご協力

をいただきながら環境を守る取り組み

を進めておりますが、ポイ捨てごみは

なかなかなくなりません。 

ポイ捨てごみをゼロにするためには、

大井議員が提案された大会方式による

競争で意識改革をしていくことも一案

ではありますが、すべての人が自主的

に環境を大切にする気持ちをもち、ル

ールを守ったごみ処理を継続して行う

ことも重要であると考えます。 

つきましては、ポイ捨てごみゼロの

実現に向けて、今後も、地域の皆さん

のご協力をいただきながら実施してい

る様々な活動を継続し、より多くの人
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に環境を大切にする気持ちをもってい

ただけるよう取り組みを進めてまいり

ます。 

ポイ捨てをなくす取り組みについて

のご提案をいただき、ありがとうござ

いました。 

○議長（牧姫菜乃君） 

１２番 大井湧平議員。 

○１２番（大井湧平君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（牧姫菜乃君） 

以上で、１２番 大井湧平議員の質問

を終わります。 

１３番 水谷真麻議員。 

○１３番（水谷真麻君）登壇 

私は、暗くなっても安心して過ごせる

まちの取り組みについて提案します。 

大きな通りは明るく、安心して歩けま

すが、住宅地の中人けのないところは、

暗く怖く感じます。誰もが安心して過ご

せるようなまちづくりを行い、栗東市が

住みやすさで注目されるまちにしたいで

す。 

そこで提案ですが、 

１、夜、各家庭の玄関のライトをつけ

るように呼び掛ける。 

２、ボランティアを募集し、犯罪が起

こりやすそうな場所に立ってもらう。 

３、後期は暗くなるのが早いので、塾

や部活帰りで怖い思いをしないために、

夕方の音楽の放送と同じよう遅い時刻に

も音楽を流したり車で呼びかけのパトロ

ールを行ったりする。 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（牧姫菜乃君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

  暗くなっても安心して過ごせるまちの

取り組みについてのご提案にお答えしま

す。 

１点目の各家庭の玄関のライトをつけ

るように呼び掛けることについては、地

域が明るくなるため大変良いことだと思

いますので、市としても、地域の自治会

長の皆さんに相談してまいります。 

２点目のボランティアを募集し、犯罪

が起こりやすそうな場所に立ってもらう

ことについては、栗東市では、地域が安

全で安心して暮らせるように地域での防

犯活動を行っていただくよう各自治会長

にお願いしています。また、自治会とは

別に防犯ボランティア団体も活動してい

ただいています。 

今回提案していただいたことは大変良

いことであります。犯罪はどこで起こる

かわかりません。先ずは、自分のことは

自分で守ることが大切です。夜は一人で

出かけない。防犯ブザーや懐中電灯を持

って出かけるなど、犯罪にあわないよう

心がけてください。 

３点目の夕方の音楽の放送と同じよう

に、遅い時刻にも音楽を流したり、車で

呼びかけのパトロールを行ったりするこ

とについては、市では、災害情報を放送

する防災無線を１０月から３月までは午

後５時に、４月から９月までは午後６時

に夕焼け小焼けのメロディを放送してい

ます。この放送は、防災無線が壊れてい

ないかを確認するための試験放送です。

防災無線は、災害などお知らせするため
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の放送ですので、ご理解ください。 

次に車での呼びかけについては、市で

は、青色回転灯付きのパトロール車にて、

市内のパトロールを実施していますが、

遅い時間のパトロールは、草津警察署で

行っていただいておりますので、ご理解

いただきますようお願いいたします。 

暗くなっても安心して過ごせるまちの

取り組みにというご提案をいただき、あ

りがとうございました。 

○議長（牧姫菜乃君） 

１３番 水谷真麻議員。 

○１３番（水谷真麻君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（牧姫菜乃君） 

以上で、１３番 水谷真麻議員の質問

を終わります。 

次に、１４番 磯田治輝議員。 

○１４番（磯田治輝君）登壇 

私は、栗東市に市民プールを作ること

を要望します。 

周りの市には、市民プールがあるので、

ぜひ栗東市にもプールが欲しいです。 

プールがあると、お年寄りの方などの

健康を守ったり、憩いの場にもなると思

います。小学生にとっては、近くにプー

ルがあるという喜びがあると思います。

他にも地域の方との交流や栗東市の発展

にもなると思います。 

このように、みんなが手軽に行くこと

ができる市民プールを作ることを要望し

ます。 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（牧姫菜乃君） 

答弁を求めます。 

教育長。 

○教育長（福原快俊君）登壇 

栗東市に市民プールを作ることについ

てのご要望にお答えします。 

市民プールを作ることについては、多

くの人に利用してもらえ、地域の交流に

つながるという点で有効な施設ではあり

ますが、現在のところ市ではプールを建

設するという計画はありません。かつて

は栗東西中学校のプールを市民プールと

して利用していただいていましたが、体

育の授業やクラブ活動などに使用するた

め、小さな子どもさん向けのプールでは

ありませんでした。またその当時、全国

的にプール事故が多発し、安全対策が十

分にとれないことへの心配や長年続く利

用者の減少によりまして、やむをえず市

民プールを廃止したということがござい

ます。 

磯田議員のお話のとおり、周辺市には

市民プールがありますので、そちらを利

用していただきたいと考えています。 

栗東市に市民プールを作るというご要

望をいただき、ありがとうございました。 

○議長（牧姫菜乃君） 

１４番 磯田治輝議員。 

○１４番（磯田治輝君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（牧姫菜乃君） 

以上で、１４番 磯田治輝議員の質問

を終わります。 

次に、１５番 メリノスミエ議員。 

○１５番（メリノスミエ君）登壇 

私は、市のダンス大会の開催を要望し

ます。 
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他の市には、市が主催する市民が参加

できるイベントがあります。栗東市にも

いくつかのイベントはありますが、私は

ダンス大会を作って欲しいと思います。

なぜなら、私達はダンスを踊るのが好き

だからです。でもいきなり開催しても、

人は集まらないと考えました。そのため、

要望したいのは、 

１、誰でも参加できる。 

２、年齢に関係なく参加できる。 

３、参加するのにお金は必要ではない。 

４、参加したら、参加賞をもらえる。 

以上のような楽しいダンス大会が開催

されることを願います。 

以上、ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（牧姫菜乃君） 

答弁を求めます。 

教育長。 

○教育長（福原快俊君）登壇 

市のダンス大会の開催についてのご要

望にお答えします。 

栗東市では、子どもたちのダンス活動

の発表の場として、栗東市青少年育成大

会「りっとう・ヤング・フェスタ」の中

で、平成２８年度まで１２回開催をして

きた実績があります。その間、たくさん

の子どもたちにステージで発表をしてい

ただき、大会を盛り上げてきていただき

ましたが、現在は、ダンス発表はしてお

りません。 

ご要望のダンス大会を市で実施してほ

しいということですが、市内で開催され

るスポーツや文化などの大会の多くは、

市民の皆さんが主体となって大会を運営

していただいており、市はそうした大会

の支援を行っています。現在ダンス大会

を開催しようとする団体がありません。

今後、開催できることになれば、市でも

できるだけの支援をさせていただきたい

と考えています。 

市には栗東芸術文化会館さきらという

大きなホールもあります。是非そういっ

た施設などを利用して、ダンスに興味の

ある大人も子どもも多くの人に来ていた

だき、日頃の練習成果を発表できる場づ

くりができるように、皆さんの取り組み

に期待いたします。 

市のダンス大会の開催についてのご要

望をいただき、ありがとうございました。 

○議長（牧姫菜乃君） 

１５番 メリノスミエ議員。 

○１５番（メリノスミエ君） 

以上で、私の質問を終わります。  

ありがとうございました。  

○議長（牧姫菜乃君） 

以上で、１５番 メリノスミエ議員の

質問を終わります。  

次に、１６番 橋本紗妃議員。  

○１６番（橋本紗妃君）登壇 

私は、児童福祉の中でも特に、児童館

の利用の仕方について提案します。 

日本は先進国の中でも孤独な子どもが

多いと言われていると聞いたことがあり、

社会問題にもなっているので解決しなく

てはいけないと考えます。共働き世帯が

増えているので、長期休みなど、子ども

が一人で過ごすときに保護者も子どもも

安心して利用できる施設が増えると良い

と思います。また、児童館がさらに利用

しやすくなるとよいと思います。 

そこで提案ですが、 

１、食事スペースの確保 
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２、小学生中学年以上の子どもも楽し

める遊び内容の充実 

３、入退室メールシステムの導入 

です。 

以上、ご答弁よろしくお願いします。 

○議長（牧姫菜乃君） 

答弁を求めます。 

市長。 

○市長（野村昌弘君）登壇 

児童館の利用の仕方についてのご提案

にお答えをいたします。 

日頃は、児童館に親しみを持ってご利

用いただき、ありがとうございます。 

さて、保護者も子どもも安心して利用

できる児童館のための１点目のご提案、

食事スペースの確保については、栗東市

の児童館は国が定める「小型児童館」と

いう分類になります。栗東市では、大き

な児童館を市内に１か所設けるのではな

く、各小学校区に１つずつ「小型児童

館」を設けて、身近な所で遊んだり、子

育ての相談をしていただけることをねら

いとしています。 

そうしたことから、限られた建物スペ

ースの中で、遊戯室やその他様々な活動

を行うために必要なお部屋のみを設けて

いますので、飲食が可能なスペースは設

置していません。 

２点目の小学生中学年以上の子どもも

楽しめる遊び内容の充実については、ご

承知のとおり児童館は、小学校に入学さ

れる前の子ども、小学生や中学生、保護

者の方々など、多くの人にご利用いただ

いています。児童館をご利用いただくす

べての人が楽しんでいただけるよう、こ

れからもみなさんの声をお聞きしながら

改善に取り組んでいきます。このような

事業をやってほしい、などのご要望があ

りましたら、お気軽に児童館の職員にご

相談ください。 

３点目の入退室メールシステムの導入

については、システムの導入には多くの

費用がかかります。児童館においてその

システムを導入することの効果や学校な

どの状況を踏まえながら、今後判断して

いきたいと考えています。 

児童館の利用の仕方についてのご提案

をいただき、ありがとうございました。 

○議長（牧姫菜乃君） 

１６番 橋本紗妃議員。  

○１６番（橋本紗妃君） 

以上で、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（牧姫菜乃君） 

以上で、１６番 橋本紗妃議員の質問

を終わります。 

これをもって個人質問を終結します。  

以上で、本日の議事日程は全て終了い

たしました。  

これをもって、第８回栗東市子ども議

会を閉会します。  

皆さんお疲れ様でした。  

 

閉会 午後 ３時１６分 
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